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第
五
十
六
条
第
四
項
中
「
及
び
第
七
項
」
を
「
及
び
第
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
百
六
条
第
一
項
第

十
四
号
」
を
「
第
百
六
条
第
一
項
第
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
二
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
同
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を「
同
条
第
一
項
第
十
五
号
」

に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
百
六
条
第
四
項
（
同
条
第
六
項
」
を
「
第
百
六
条
第
七
項
（
同
条
第
九
項
」
に
改
め

る
。第

五
十
七
条
第
二
項
中
「
第
百
六
条
第
五
項
」
を
「
第
百
六
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
第
百
六
条
第
四
項
」
を
「
第
百
六
条
第
七
項
」
に
改
め
、「
こ
の
条
に
お
い
て
」を
削
り
、

同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
百
六
条
第
六
項
」
を
「
第
百
六
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、「
第
百
六
条
第
五
項
」を「
第

百
六
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

保
険
会
社
は
、
法
第
百
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
子
会
社
対
象
会
社
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対

象
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
会
社
を
引
き
続
き
子
会
社
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承

認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

理
由
書

二

当
該
承
認
に
係
る
子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
会
社
の
議
決
権
の
保
有
に
関
す
る
方
針
を
記
載
し
た
書
面

三

当
該
承
認
に
係
る
子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

名
称
及
び
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
類

ロ

業
務
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類

ハ

最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
そ
の
他
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産

及
び
損
益
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

ニ

役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。）の
役
職
名
及
び
氏
名
又
は
名

称
を
記
載
し
た
書
類

四

そ
の
他
法
第
百
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
に
係
る
審
査
を
す
る
た
め
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載

し
た
書
類

第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
中
「
第
百
六
条
第
四
項
」
を
「
第
百
六
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
中
第
四
号
の
二
を
第
四
号
の
三
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二

法
第
百
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
子
会
社
対
象
会
社
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会

社
を
い
う
。
第
七
号
の
二
、
第
九
十
四
条
及
び
第
二
百
四
十
六
条
第
一
項
第
八
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）以
外

の
会
社
を
子
会
社
と
し
よ
う
と
す
る
場
合

第
八
十
五
条
第
一
項
第
七
号
の
二
中「（
法
第
百
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
を
い
う
。
第
九
十
四

条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
項
第
七
号
の
四
中
「
該
当
す
る
者
（
」
の
下
に「
子
会
社
を
除
く
。」を
加
え
る
。

（
公
共
施
設
等
運
営
権
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
六
十
二
条

公
共
施
設
等
運
営
権
登
録
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
非
訟
事
件
手
続
法
（
明
治
三
十
一
年
法
律
第
十
四
号
）
第
百
四
十
一
条
」
を
「
非
訟
事

件
手
続
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
九
十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
百
四
十
八
条
第
一

項
」
を
「
第
百
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
五
項
中
「
第
五
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び

第
三
項
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
並
び
に
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
」
を「
第
二
条
及
び
第
二
編（
第

五
条
、
第
六
条
、
第
七
条
第
二
項
、
第
四
十
条
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
七
十

二
条
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

（
公
共
施
設
等
運
営
権
登
録
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
十
三
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
共
施
設
等
運
営
権
登
録
令
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
旧
非
訟
事
件
手
続
法
第
百
四
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
除
権
決
定
（
整
備
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
含
む
。）を
新
非
訟
事
件
手
続
法
第
百
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
除
権
決
定
と
み
な
す
。

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
公
共
施
設
等
運
営
権
登
録
令
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
仮
登
録
を
命
ず
る
処
分
の

申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
立
て
を
却
下
し
た
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
新
非
訟
事
件
手
続
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

法
務
大
臣

滝

実

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

財
務
大
臣

安
住

淳

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

〇
内
閣
府
令
第
五
十
号

保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
及
び
保
険
業
法
施
行

令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定

に
基
づ
き
、
及
び
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
保
険
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

保
険
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
保
険
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
一
項
中
「
第
一
条
の
三
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
八
条
の
九
第
二
項
」を
加
え
、「
以
下「
連

結
財
務
諸
表
規
則
」
を
「
第
一
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
「
連
結
財
務
諸
表
規
則
」
に
、「
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
二

条
第
六
号
」
を
「
同
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
低
発
生
率
保
険
）

第
一
条
の
二
の
三
の
二

令
第
一
条
の
六
第
七
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
保
険
は
、
個
人
の
日
常
生
活
に

伴
う
損
害
賠
償
責
任
を
対
象
と
す
る
保
険
（
自
動
車
の
運
行
に
係
る
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

第
一
条
の
三
第
一
項
中
「
第
五
十
八
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
八
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

当
該
同
一
人
が
発
行
す
る
社
債
（
短
期
社
債
（
法
第
九
十
八
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
短
期
社
債
及
び

同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
短
期
社
債
を
い
う
。
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
三
条
の
六
の
二
第
二
項
第

三
号
及
び
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。）及
び
株
式
（
出
資
を
含
む
。
以

下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。）（
当
該
同
一
人
が
当
該
保
険
会
社
の
子
会
社
で
あ
る
次
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
場

合
に
お
け
る
当
該
同
一
人
が
発
行
す
る
株
式
を
除
く
。）

\

法
第
百
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
者

]

保
険
持
株
会
社
、
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
及
び
法
第
百
六
条
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
会
社
で

あ
っ
て
、
各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
自
己
及
び
そ
の
子
会
社
（
次
に
掲
げ
る
会
社
に
限
る
。）の
収
入
金
額

の
合
計
額
を
自
己
及
び
そ
の
子
会
社
の
収
入
金
額
の
総
額
で
除
し
て
得
た
割
合
が
百
分
の
九
十
を
下
回
ら

な
い
も
の

ü

法
第
百
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
、
第
八
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
、
保
険

持
株
会
社
並
び
に
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社

@

第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
専
ら
営
む
会
社

A

第
五
十
六
条
の
二
第
九
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
専
ら
営
む
会
社

B

第
二
百
十
条
の
七
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
専
ら
営
む
会
社（
@

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

C

第
二
百
十
一
条
の
三
十
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
専
ら
営
む
会
社（
@

か
ら
B

ま
で
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。）

˜š
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